
目
黒
ふ
る
さ
と
館
　「
ひ
な
人
形
展
」

～
4
月９

日
㈰
（
休
館
日
：
水
曜
）

44
A
pril

平
成
29
年

月
号
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森 の国だ より

第
63
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会

２
26

　

２
月
26
日
㈰
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
63
回
不
器
男
忌
俳

句
大
会
が
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
俳
句
愛
好
家
約
80
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
芝
不
器
男
記
念
館
落
成
30
周
年
を
記
念
し
て
、
俳
人
協
会
前
理

事
長
の
戸と

恒つ
ね

東は
る

人ひ
と

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
芝
不
器
男
の
世
界
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戸
恒
さ
ん
は
、
不
器
男
の
豊
か
な
知
識
に
基

づ
い
た
句
作
と
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
松
丸
の
風
土
が
育
ん
だ
作
風
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
募
集
の
兼
題
句
に
は
、
一
般
の
部
に
６
８
１
句
、
児
童
生
徒

の
部
に
３
，
９
６
７
句
、
合
計
で
４
，
６
４
８
句
の
応
募
が
あ
り
、
大
会
当

日
に
は
、
各
部
門
の
入
選
句
の
講
評
や
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
選
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

愛
媛
新
聞
社
賞

　

一
人
居
の
自
由
不
自
由
去
年
今
年

�

八
幡
浜
市　

阿
部
さ
つ
き

松
野
町
長
賞

　

宿
坊
の
昼
も
灯
し
て
柿
す
だ
れ

�

伊　
予　
市　

岡
田　

武
夫

松
野
町
教
育
長
賞

　

入
念
に
追
儺
の
鬼
と
打
合
せ

�

西　
条　
市　

稲
井　

夏
炉

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

地
芝
居
の
お
ひ
ね
り
拾
ふ
馬
の
脚

�

松　
山　
市 　

三
原
ユ
タ
カ

葛
句
会
長
賞

　

小
春
日
や
ま
だ
頼
ら
れ
て
荷
を
送
る

�

西　
予　
市　

末
光
恵
美
子

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

漉
く
和
紙
の
う
ね
り
に
踊
る
朝
日
か
な

�

東　
温　
市　

芳
我　

武
俊

【
高
校
生
の
部
】�

（
学
年
は
平
成
二
十
九
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
１
句
）

　

山
小
屋
の
蛇
口
に
細
き
氷
柱
か
な

�

東
予
高
一
年　

曽
我
部
磨
良

優　

秀
（
３
句
）

　

林
檎
齧
る
十
七
歳
の
海
に
立
ち

伯
方
高
二
年　

中
根　
　

迪

　

川
岸
の
君
と
目
が
合
う
曼
珠
沙
華

吉
田
高
一
年　

毛
利　
　

笑

　

早
く
な
る
売
り
子
の
口
調
春
隣

水
沢
高
二
年　

高
橋　
　

綾
【
中
学
生
の
部
】�

（
学
年
は
平
成
二
十
九
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
１
句
）

　

紅
葉
舞
う
体
育
館
に
鳴
る
ピ
ア
ノ

�

城
辺
中
一
年　

清
水　

百
花

優　

秀
（
３
句
）

　

机
に
は
終
わ
ら
ぬ
課
題
夏
の
風
邪

名
古
屋
中
二
年　

櫻
井　

佑
馬

　

校
庭
の
夕
日
と
け
込
む
紅
葉
か
な

城
辺
中
三
年　

成
宮
菜
津
子

　

冬
銀
河
方
程
式
を
宙
で
解
く

吉
田
中
三
年　

浅
野　

真
凛

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】（
学
年
は
平
成
二
十
九
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
１
句
）

　

路
線
図
が
星
座
に
見
え
る
時
雨
か
な

�

番
城
小
四
年　

山
﨑　

幹
大

優　

秀
（
３
句
）

　

初
詣
鳥
居
の
上
に
石
一
つ愛治

小
四
年　

清
家　

妃
央

　

段
畑
を
登
る
い
き
お
い
こ
い
の
ぼ
り

遊
子
小
四
年　

横
山　

り
る

　

春
風
に
の
せ
て
届
け
る
二
分
音
符

近
永
小
五
年　

下
田　

天
海

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】（
学
年
は
平
成
二
十
九
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
１
句
）

　

あ
た
り
つ
き
ア
イ
ス
の
ぼ
う
に
「
り
」
の
字
見
え

�

愛
治
小
二
年　

高
田　

大
生

優　

秀
（
３
句
）

　

の
ぼ
り
ぼ
う
の
ぼ
っ
て
の
ぼ
っ
て
冬
の
空

　
　

近
永
小
二
年　

竹
内　

仁
汰

　

テ
ー
ブ
ル
に
か
ざ
る
あ
じ
さ
い
海
の
色

　
　

家
串
小
二
年　

兵
頭　

叶
武

　

か
っ
ち
ゅ
う
を
着
て
走
る
父
冬
の
雨

　
　

松
野
東
小
三
年　

増
田　

智
仁

俳人協会前理事長　戸恒さん
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松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会

歴
史
文
化
講
演
会

３
４

３
５

森 の国だ より
　

３
月
４
日
㈯
、
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
住
民

ひ
と
り
一
人
が
健
康
づ
く
り
に
励
み
、
限
り
あ

る
医
療
資
源
を
大
切
に
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
６
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
武た

け

田だ

祥さ
ち

枝え

さ
ん
に
よ
る
地
域
活
動
報
告
と
、
愛
媛
大
学
大
学
院
の
谷た

に

向む
か
い

知さ
と
し

教
授
に
よ
る
講
演
、
防

災
用
グ
ッ
ズ
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
報
告
で
は
、
地
域
の
人
々
が
気
軽
に
集
い
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
す
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
各
地
区
で
サ
ロ

ン
が
発
足
し
た
背
景
や
、
活
動
の
様
子
な
ど
を
参
加
者
の
声
と
共
に
映
像
で
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
方
の
想
い
や
特
徴
に
つ
い
て
、
ま
た
家
族
の
向
き
合
い
方
や

地
域
で
の
支
え
方
、
予
防
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
認
知
症
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
は
何
色
？
」

と
い
う
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
増
え
る
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
灰
色
」

を
選
ぶ
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
し
か
し
講
演
後
、
来
場
者

か
ら
は
「
第
２
の
人
生
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
、
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
認
知
症

に
対
し
て
「
前
向
き
に
な
れ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
講
演
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
㈰
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
歴
史
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、「
文
化
的
景
観
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
財
の
種
類
や
性
格
を
理
解
す

る
こ
と
、
ま
た
「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村
景
観
」
が
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定

さ
れ
た
意
義
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
今
回
の
選
定
に
あ
た
っ
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
京
都
府
立
大
学
文
学
部

の
上う

え

杉す
ぎ

和か
ず

央ひ
ろ

准
教
授
。「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村
景
観
が
重
要
文
化
的
景
観
に
な
っ
た

理
由
」
と
い
う
題
目
で
、
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
の
全
国
的
な
事
例
紹
介
を
は
じ
め
、

奥
内
地
区
が
当
初
か
ら
た
め
池
を
所
有
せ
ず
天
水
を
最
大
限
利
用
し
て
い
る
点
、
希
少

生
物
が
卓
越
し
て
存
在
す
る
点
、
時
と
場
合
に
応
じ
て
集
落
の
ま
と
ま
り
が
柔
軟
に
変

化
し
て
い
る
点
な
ど
、
他
地
域
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
奥
内
ら
し
さ
」
と
も
言

え
る
当
地
域
の
独
自
性
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
奥
内
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
撮
影
し
た
地
元
有
志
に
よ
る
写
真
展

示
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
新
た
な
文
化
財
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

愛媛大学大学院　谷向教授

京都府立大学　上杉准教授
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

梅
の
香
に
誘
は
れ
天
に
逝
か
れ
た
る�

赤
松　
　

午
子

不
器
男
忌
の
近
づ
く
街
や
日
脚
伸
ぶ�

稲
谷　

キ
ミ
子

薄う
す

氷ら
い

に
と
じ
込
め
ら
れ
し
靴
の
跡�

上
田　

美
智
子

天て
ん

麩ぷ

羅ら

の
主
役
と
な
り
し
蕗
の
と
う�

岡
本　
　

三
葉

裏
屋
根
の
ザ
ー
と
音
し
て
落
ち
る
雪�

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
二
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
二
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

二
等
兵
兵
営
で
聞
く
終
戦
日�

伊
井　

は
じ
め

遠
き
灯
は
闇
の
綻
び
星
流
る�

伊
藤　
　

富
子

俳
誌
読
む
繰
返
し
読
む
秋
灯
下�

岡
本　
　

京
子

八
十
路
今
ま
だ
ま
だ
五
年
日
記
買
ふ�

金
谷　
　

重
子

猫
の
名
も
書
き
添
え
に
け
り
年
賀
状�

金
谷　
　

文
惠

身
に
し
む
や
ク
ン
タ
キ
ン
テ
の
物
語�

谷　
　

き
よ
し

木
洩
れ
日
の
朝
日
弾
き
し
石
蕗
の
花�

布　
　
　

康
江

皹
に
炊
事
の
水
の
し
む
夜
明
け�

ひ
の　

た
い
ら

犬
猫
と
遊
び
く
た
び
れ
年
の
暮
れ�

古
谷　
　
　

香

春
炬
燵
昭
和
の
絵
本
二
三
冊�

山
下　

ス
ミ
子

　

こ
の
度
の
叙
勲
に
お
い
て
、
名な

本も
と

昭し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
、
平ひ

ら

田た

大た
い

典す
け

さ
ん
、
安や

す

西に
し

茂し
げ
る

さ
ん
の
３
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
名
に
は
、
南
予
地
方
局
長
か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
、

町
長
か
ら
も
受
章
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
３
名
が
叙
勲
を
受
章

　

２
月
28
日
㈫
、
目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
南
小

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
の
住
民
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
か
ら
は
、
今
年
度
実
施
さ
れ
た
学
校
適
正
配
置
・

適
正
規
模
検
討
委
員
会
の
検
討
過
程
と
、
１
月
６
日
㈮

に
町
へ
出
さ
れ
た
協
議
結
果
で
あ
る
答
申
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
答
申
を
受
け
、
町
の
統
廃
合

に
対
す
る
考
え
方
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
が
基
本
的
な
考
え

方
で
示
し
た
よ
う
に
、
児
童
数
が
４
人
と
な
る
平
成
30

年
４
月
を
と
ら
え
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
や
学
校
運
営

を
考
え
、
南
小
学
校
の
統
廃
合
は
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
１
年
間
を
か
け
て
統
廃
合
の
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
町
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
課　

☎
42
・
1
1
1
8

松
野
南
小
学
校
の
統
廃
合
に
関

す
る
住
民
座
談
会
開
催

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

雪
解
水
不
器
男
の
句
碑
の
彫
り
深
し

伊
予
市　
　

岡
田　

武
夫

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
二
月
投
句
分

　

名
本
昭
一
さ
ん
は
、
西
小

学
校
校
長
を
歴
任
す
る
な
ど

教
育
分
野
に
お
い
て
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
田
大
典
さ
ん
は
、
町
議

会
議
員
を
歴
任
さ
れ
、
産
業

建
設
委
員
会
副
委
員
長
に
就

任
し
た
際
に
は
、
町
政
の
発

展
、
教
育
の
振
興
、
町
民
の

福
祉
増
進
、
地
域
産
業
の
振

興
等
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
「
旭
日
単
光
章
」

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
西
茂
さ
ん
は
、
町
議
会

議
員
を
歴
任
さ
れ
平
成
９
年

５
月
か
ら
平
成
11
年
５
月
ま

で
は
副
議
長
と
し
て
議
長
の

補
佐
役
に
徹
し
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
る
な
ど
地
方

自
治
へ
の
貢
献
な
ど
が
認
め

ら
れ
「
旭
日
単
光
章
」
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
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　　　 の掲示板ま ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

目
　
黒
　
井
上
　
　
薫
　 

94
歳

富
　
岡
　
山
本
　
宮
久
　 

103
歳

奥
野
川
　
一
野
　
忠
一
　 

80
歳

豊
岡
前
　
高
橋
　
久
惠
　 

84
歳

豊
岡
前
　
岡
本
ミ
ス
ヱ
　 

95
歳

吉
　
野
　
赤
松
　
　
清
　 

96
歳

吉
　
野
　
八
十
島
満
子
　 

83
歳

豊
岡
後
　
大
野
　
　
久
　 

67
歳

目
　
黒
　
佐
々
木
郁
夫
　 

69
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,040世帯（前月比－18世帯）

総人口　4,123人 （前月比－12人）
男1,954人　女2,169人

【１月中の移動】
　　○出　生　２人　○死　亡　12人
　　○転　入　14人　○転　出　16人

平成29年２月28日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
谷
　
恒
夫
　
　
松
野
町

高
橋
　
正
利
　
　
松
野
町

八
十
島
　
貢
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

小
西
　
　
浩
　
　
大
阪
府
大
阪
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
㈪
に
フ
レ
ン

ド
ま
つ
の
で
「
森
の
国
子

ど
も
会
議
」
に
よ
る
寄
贈

品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」

は
、
町
内
の
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
円
玉
募
金
は
、
毎
年
町
内
の
福

祉
施
設
の
運
営
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
寄
贈
品
と

し
て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
に

対
し
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
診
療
所
の
越お

智ち

麻ま

理り

絵え

で
す
。
こ
の
度

の
人
事
異
動
に
よ
り
、

松
野
町
を
離
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
数
年

ご
と
で
医
師
の
交
代
が

続
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
患
者
さ
ん
、
職
員
の
戸
惑
い

や
不
安
を
感
じ
る
な
か
の
赴
任
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
の
も
と
、
勤
務
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
の
間
に
、
多
く
の
出
会
い
、
そ
し
て
別
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
別
れ
の
あ
と
に
も
、
ご
家
族
や
近
所
の
方
、

関
わ
っ
た
多
職
種
の
方
々
と
想
い
出
を
共
有
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
町
で
、
医
師
と
し
て
勤
務
で
き
た

こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
松
野
町
で
暮
ら
す
中
で
、

皆
さ
ま
の
病
気
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
暮
ら
し
や
生

き
方
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
自
身
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
３
年
間
で
し
た
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
県
立
中
央
病
院
で
勤

務
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
中
央
診
療
所
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

「�

森
の
国
子
ど
も
会
議
」
に
よ
る

寄
贈
品
贈
呈
式

中
央
診
療
所
所
長
退
任
あ
い
さ
つ

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

奥
野
川
　
山
下
　
雄
市
　
　
奈な

桜お

　
女

　
　
　
　
　
　
　
朝
美

延
野
々
　
森
田
　
知
之
　
　
絢け
ん

太た

　
男

　
　
　
　
　
　
　
薫

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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12
月
19
日
㈪
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
の
16
日

間
、
豊
岡
在
住
の
山や
ま

田だ

真ま

梨り

子こ

さ
ん
（
北
宇
和

高
校
１
年
生
）
が
、
ハ
ワ
イ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
よ
る
語
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
松
野
中
学
校
在
学
中
に
参
加

し
た
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ
で
、
英
語
や
他
国
の

文
化
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
中
学
３

年
生
の
と
き
に
は
、
当
時
の
校
長
先
生
と
担
任

の
先
生
か
ら
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
が
補
助
を
行
っ
て
い
る
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
高
校

生
コ
ー
ス
】」
を
紹
介
さ
れ
、
自
身
で
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
応
募
。
応
募
者
数
２
，
０
５
７
人

の
中
か
ら
採
用
５
１
０
人
の
１
人
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
学
生
支
援
機
構
か

ら
の
補
助
に
加
え
、
町
人
材
育
成
基
金
を
活
用

し
て
、
こ
の
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
で
の
研
修
期
間
中
、
山
田
さ
ん
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
の
送
迎
で
ハ
ワ
イ
・
パ
ー
ム
ス
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル
へ
通
い
、
英
語

レ
ッ
ス
ン
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。
英
語
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
全
て

英
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
話
す
言
葉
を
聞

き
取
り
理
解
し
、
自
分
の
言
葉
を
英
語
で
話
す

と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
普
段
の
会
話
が

実
戦
的
な
勉
強
と
な
り
、
自
信
が
つ
い
た
そ
う

で
す
。
時
に
は
、
同
じ
語
学
研
修
生
の
日
本
人

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
先
生
の
言
葉
を
通
訳
す
る

場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
美
術
館
や
博
物
館
を
見
学

し
た
り
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
へ
登
っ
た
り

し
、
様
々
な
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

町
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し
ハ
ワ
イ
語
学
研
修

ホストファミリーと一緒に

ハワイ・パームス・イングリッシュ・スクールのクラスメイト

休日に登ったココヘッド

ま
た
、
休
日
に
は
、
一
緒
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
て
い
た
中
国
人
の
友
達
と
コ
コ
ヘ
ッ
ド
に
登

り
、
年
末
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
海
へ
行

き
夕
日
を
見
る
な
ど
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

他
の
滞
在
者
と
の
交
流
も
し
っ
か
り
と
で
き
、

た
く
さ
ん
の
「
初
め
て
」
と
「
刺
激
」
を
受
け

な
が
ら
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
将
来
、
自
身
が
英
語
を
好
き

に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
滑
床
英
語
キ
ャ
ン

プ
の
よ
う
に
、
生
き
た
英
語
と
他
国
の
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
場
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
松
野
町
に
と
ど
ま
り
、
山
田
さ

ん
が
所
属
し
て
い
る
鬼
城
太
鼓
な
ど
を
通
じ
て

町
お
こ
し
に
も
貢
献
し
、
世
界
で
も
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
『
町
人
材
育
成
基
金
』
と
し
て
、

奨
学
金
の
貸
付
け
や
助
成
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
奨
学
金
に
つ
い
て
は
…

・ 

教
育
奨
学
生
、
ふ
る
さ
と
起
業
奨
学
生
を

対
象
と
し
た
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・ 

教
育
奨
学
生
の
貸
付
対
象
期
間
は
、
学

校
等
の
修
学
年
数
を
限
度
と
し
ま
す
。

・ 

ふ
る
さ
と
起
業
奨
学
生
の
貸
付
対
象
期

間
は
、
１
年
以
内
と
し
ま
す
。

・ 

貸
付
金
は
無
利
子
で
、
貸
付
金
額
は
月

額
３
万
円
以
内
で
す
。

●
助
成
金
に
つ
い
て
は
…

・ 

語
学
研
修
生
、
国
際
理
解
教
育
習
得
の

た
め
の
留
学
生
、
農
林
業
等
研
修
生
を

対
象
と
し
た
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・ 

語
学
研
修
生
及
び
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

渡
航
費
用
の
１
／
２
（
限
度
額
30
万
円
）

が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

中
学
生
の
語
学
研
修
に
つ
い
て
は
９
／

10（
限
度
額
50
万
円
）と
な
り
ま
す
。（
※

中
学
生
海
外
語
学
研
修
及
び
山
田
さ
ん

の
語
学
研
修
は
、
こ
の
語
学
研
修
生
と

し
て
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。）

・ 

農
林
業
等
研
修
生
に
つ
い
て
は
、
受
講

料
、旅
費
等
の
２
／
３
（
限
度
額
10
万
円
）

が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
森
の
国
創
生
課
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

森
の
国
創
生
課　

☎
42
・
１
１
１
６

の掲示板ま ち
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防災コーナー

～わが家の防災対策～
　近年の地震による負傷者の30～50％は、家具類の転倒・落下・移動が原因です。南海トラフ巨大地震の被
害想定では、町内でも屋内収容物等により死者１名、負傷者22名の想定がされています。まずは、身の回り
から防災対策をはじめましょう。

 １　非常持ち出し品の準備

　・飲料水と食糧は、最低３日分用意しておきましょう。
　・非常持ち出し品は、両手が自由になるリュックサック等に準備しておきましょう。
　・貴重品は別に保管し、盗難に注意。いざという時、家族の誰もが持ち出せるようにしておきましょう。
　　※飲料水や食糧の賞味期限や電池の使用期限等は定期的に確認をしましょう。

 ２　室内の安全対策

　・ガラス飛散を防ぐため、飛散防止フィルム等を活用しましょう。
　・家具・電化製品は、固定具・転倒防止具を活用しましょう。
　 ・ 納戸やクローゼット、据え付け収納家具に収納するなど、出来るだけ生活空間に家具類を多く置かない

ようにしましょう。
　・ドアや避難経路をふさがないように、家具配置のレイアウトを工夫しましょう。
　　

 ３　わが家で防災会議

　 ・ 自宅や職場の避難場所等を事前に確認し、家族が離れ離れになった際の集合場所や連絡を取り合う方法
を確認しておきましょう。

　・避難方法や経路を具体的に話し合い、実際に歩いておきましょう。
　・ケガ人が出た時、どこにどうやって連れて行けばよいのか考えておきましょう。
　・災害用伝言ダイヤル（171）の使い方を覚えておきましょう。

　　　 の掲示板ま ち

南
予
産
ヒ
ノ
キ
木
製
品
除
幕
式

　

２
月
27
日
㈪
、

Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
で

「
南
予
産
ヒ
ノ
キ

木
製
品
除
幕
式
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
予

地
方
局
の
「
南
予

産
ヒ
ノ
キ
等
利

用
促
進
事
業
」
の

一
環
で
、
宇
和
島

高
等
技
術
専
門

校
木
工
ク
ラ
フ

ト
科
と
連
携
し
、

木
製
品
等
の
利
用
促
進
と
ヒ
ノ
キ
材
の
Ｐ
Ｒ
を

図
る
も
の
で
す
。

　

除
幕
式
で
は
、
専
門
校
訓
練
生
や
松
丸
保
育

園
児
等
が
参
加
し
、
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ベ

ン
チ
の
座
り
心
地
や
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
、
ダ

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
等
の
木
材
の
良
さ
を
体
感
し
て

い
ま
し
た
。
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Informationお し ら せ

農業委員会だより（４月号）
　

農
業
委
員
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会

議
所
が
運
営
・
管
理
す
る
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
に
お

い
て
、
農
地
台
帳
及
び
農
地
に
関
す
る
地
図
に
つ
い

て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
画
面
上
で
誰
で

も
農
地
の
地
番
、
地
目
、
面
積
等
の
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
新
し
く
農
業
を
始
め
る
方
や
農
業
の
規
模
拡
大

を
希
望
す
る
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://

w
w
w
.alis-ac.jp/

）
を
入
力
す
る
か
、『
全
国
農
地

ナ
ビ
』
で
検
索
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
地
ナ
ビ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

え
ひ
め
の
農
林
水
産
物
「
ち
ょ
こ
っ
と
体
験
！
ま
る

ご
と
収
穫
！
」
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

　

県
で
は
、
農
林
水
産
物
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
生
産
者
の
方
々
を
登
録

し
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

お
米
や
ト
マ
ト
、
真
珠
や
し
い
た
け
な
ど
、
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
、
え
ひ
め
自
慢

の
農
林
水
産
物
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
収
穫
体
験
な
ど
を

通
じ
て
、
農
林
水
産
業
の
魅
力
も
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

詳
し
く
は
、『
ち
ょ
こ
ま
る
オ
ー
ナ
ー
』
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
農
政
課　
☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
１
３

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
と
、

人
工
授
精
に
よ
る
一
般
不
妊
治
療
に
対
し
て
、
治
療
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

任
意
予
防
接
種
費
の
補
助
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の
う
ち
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
に
か
か
っ
た
費

用
の
全
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
予

防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
作
用
に

つ
い
て
医
師
と
相
談
し
、
十
分
ご
理
解
の
う
え
、
接
種
さ
れ

る
方
の
判
断
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

の
受
講
生
募
集

●
「
手
話
を
学
ぼ
う
～
入
門
課
程
」 

　

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
手
話
が
初
め
て
の
方
を
対

象
に
し
た
「
入
門
講
座
（
全
21
回
）」
が
宇
和
島
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
松
野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
日　
　

時
】
５
月
22
日
㈪
〜
11
月
20
日
㈪
の
月
曜
日

 
 
 
 
 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
定　
　

員
】
25
名
（
先
着
）

【
受 

講 

料
】
無
料

　
　
　
　
　
（ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
３
１
５
０
円

受
講
者
負
担
）

【
会　
　

場
】
主
に
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
締　
　

切
】
４
月
28
日
㈮
ま
で

【
申
込
み
方
法
】�

左
記
問
い
合
わ
せ
先
又
は
、
町
保
健
福
祉
課

へ
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
に
申
し
込
み
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す
。
記
入
後
、
左
記
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
１
）

●
「
手
話
で
話
そ
う
～
基
礎
課
程
」
追
加
募
集 

　

昨
年
度
以
前
に「
入
門
課
程
」を
修
了
し
た
方
を
対
象
に「
基

礎
課
程
（
全
25
回
）」
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
に
わ
ず
か
な
が

ら
余
裕
が
あ
り
、
追
加
募
集
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
５
月
15
日
㈪
〜
12
月
４
日
㈪
の
月
曜
日

 

　
　

19
時
〜
21
時

【
追
加
募
集
】
１
名
（
先
着
）

【
受 

講 

料
】
無
料

　
　
　
　
　
（ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き

受
講
者
負
担
・
平
成
25
年
度
以
降
の
入
門
課
程

で
テ
キ
ス
ト
購
入
済
み
の
方
は
不
要
）

【
会　
　

場
】
主
に
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
締　
　

切
】
定
員
に
達
し
次
第
〆
切

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
１
） 
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あ
っ
た
か
愛
媛
Ｎ
Ｐ
Ｏ
応
援
基
金

　

あ
っ
た
か
愛
媛
Ｎ
Ｐ
Ｏ
応
援
基
金
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事

業
費
助
成
や
運
営
力
強
化
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
経
費
助
成
等
を

通
じ
て
、
地
域
で
頑
張
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
応
援
す
る
た
め
広
く
県
民
の

皆
様
か
ら
の
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
の
未
来
に

寄
附
を
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、『
あ
っ
た
か
基
金
』
で
検
索
又
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
０
５

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
卒
業
者
等
を
対
象
に
陸
・
海
・

空
幹
部
自
衛
官
を
育
成
）
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

20
〜
26
歳
未
満
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
含
））

【
試 

験 

日
】
５
月
13
日
㈯

【
試 

験 

場
】
松
山
大
学
（
予
定
）

【
受
付
締
切
】
５
月
５
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
宇
和
島
市
天
神
町
４

｜

40
合
庁
１
階
）

☎
23
・
５
４
３
１

平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
回
）

と
準
備
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
試
験

【
試 

験 

日
】　

６
月
25
日
㈰

【
会　
　

場
】　

学
生　

吉
田
高
等
学
校
他

　
　
　
　
　
　

一
般　

愛
媛
大
学

【
願
書
受
付
】

　

書
面
申
請　

４
月
11
日
㈫
〜
４
月
21
日
㈮

　
（
願
書
提
出
先
：
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
）

　

電
子
申
請　

４
月
８
日
㈯
〜
４
月
18
日
㈫

【
試
験
種
類
】　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

　
　
　
　

 　
（
吉
田
会
場
は
、乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

【
受 

験 

料
】　

甲
種
＝
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

乙
種
＝
３
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　

丙
種
＝
２
，
７
０
０
円

【
願
書
配
布
】　

消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署
・

　
　
　
　
　
　

各
地
方
局
防
災
対
策
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部

　
　

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
８
８
０
８

●
準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
対
象
）

【
日　
　

時
】　

５
月
26
日
㈮
〜
５
月
27
日
㈯
の
２
日
間

　
　
　
　
　
　

９
時
か
ら
16
時
ま
で

【
会　
　

場
】　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

４
階
大
会
議
室

【
受 

講 

料
】　

会　

員
＝
６
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　

非
会
員
＝
９
，
２
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

法　

令　

１
，
４
０
０
円

　

実　

務　

１
，
４
０
０
円

　

問
題
集　

１
，
７
０
０
円
（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

【
申
込
先
・
期
間
】

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成

研
修
に
つ
い
て

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手

話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
養
成
研
修
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
情
報

○
手
話
通
訳
者

【
研
修
期
間
】　

平
成
29
年
５
月
〜
平
成
30
年
２
月

【
日　
　

程
】　

月
１
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】　

西
条
市
内
及
び
西
予
市
内
の
２
か
所

【
定　
　

員
】　

西
条
会
場
20
名
、
西
予
会
場
20
名

【
受
講
対
象
】　�
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
・
基
礎
）の
修

了
者
又
は
同
等
程
度
の
知
識
・
技
術（
特
定
の

障
が
い
者
や
日
常
生
活
の
簡
単
な
会
話
が
で
き

る
、
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
き
た
等
）を

有
す
る
者
で
、
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
者

○
要
約
筆
記
者

【
コ
ー
ス
】　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

【
研
修
期
間
】　

平
成
29
年
５
月
〜
平
成
30
年
２
月

【
日　
　

程
】　

月
１
回
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】　

八
幡
浜
市
内

【
定　
　

員
】　

20
名

【
受
講
対
象
】　�

県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
者
。
た
だ
し
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

　
　

４
月
10
日
㈪
〜
講
習
当
日

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

【
そ 

の 

他
】
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内
）

☎
22
・
７
５
０
１

て
は
、
補
講
コ
ー
ス
を
受
講
可
能
。

申
込
み

【
期　
　

間
】　

４
月
３
日
㈪
〜
４
月
28
日
㈮

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
９
０
９
３
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濁
水
流
出
防
止
で
コ
ス
ト
低
減
！！

　

水
田
の
代
か
き
・
田
植
え
の
濁
り
水
を
流
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

代
か
き
を
深
水
で
行
う
と
濁
水
と
と
も
に
肥
料
や
土
が
流

れ
出
て
い
ま
す
！
土
が
７
〜
８
割
見
え
る
浅
水
で
の
代
か
き

や
止
水
板
を
利
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
清
流
・
四
万
十
川
の
支
流
で
あ
る
広
見
川
等
の
自
然

環
境
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

広
見
川
等
農
業
排
水
対
策
協
議
会

（
鬼
北
町
役
場
農
林
課
農
政
係
内
）

☎
45
・
１
１
１
１　
（
内
線
２
４
３
３
）

濁水が流れる広見川と三間川の合流点

濁水の流出を抑制する
「止水板」

　町では、運転免許証を自主返納された方に対し、各種支援を実施しています。
　対象となる方及び支援内容等は下記のとおりとなっています。

１　対象者
　　次のいずれにも該当する方が対象です。
　　⑴　町内に住所を有し、現に居住している方
　　⑵　運転免許証返納時に満65歳以上である方
　　⑶　 平成24年４月１日以降に運転免許証を自主返納した方

２　支援内容
　　⑴　松野町コミュニティバス運賃の免除
　　⑵　森の国ぽっぽ温泉使用料の一部減免（半額）
　　　　※年度内60回を限度とする。

３　支援の申請
　 　支援を受けるためには申請が必要です。提出いただく書類は、次のとおりです。
　　⑴　 松野町高齢者運転免許証自主返納支援事業申請書（総務課にあります。）
　　⑵　 自主返納した運転免許証の写し又は運転免許取消通知書、運転経歴証明書

４　支援の流れ

５　その他
　　⑴　 支援を受けるためには、年度毎に申請が必要となります。
　　⑵　 利用券は運転免許証を自主返納された本人のみが使用できます。

【問い合わせ先】
　　役場総務課　危機管理室　☎42－1111（内線221）

松野町高齢者運転免許証自主返納支援事業

申請
上記⑴⑵の書類

審査
支援可否の決定

支援は受けれません

利用券交付⇨

⇨

⇨
可

否
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広 見 川 水 系 の 水 質 調 査 結 果 に つ い て
広見川水系水質検査結果  採水日　平成29年２月22日

河川名
項　　目

水素イオン濃度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

溶存酸素量
（ＤＯ） 大腸菌群数

過マンガン酸
カリウム消費量

（KMnＯ4消費量）
濁　　度

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

観測点／基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎/ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下 参考値 参考値

広 見 川

五 郎 丸 橋 7.55 １未満 1.83 11.61 24,000 2.8 1.5 

大 門 橋 7.52 １未満 1.61 11.54 2,300 3.2 1.4 

真 土 橋 7.51 １未満 1.72 11.37 3,300 2.2 1.6 

鰯 川 鰯 川 河 口 7.33 １未満 1.60 11.43 1,700 0.9 1.2 

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.51 １未満 1.88 11.53 4,600 1.9 0.8 

延 行 川 谷 口 橋 7.82 １未満 1.61 11.89 2,300 3.5 0.8 

奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.67 １未満 1.51 11.67 200 2.1 0.6 

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.58 １未満 1.38 11.54 4,600 1.6 0.6 

目 黒 川 寺 橋 6.75 １未満 1.48 11.46 260 1.3 0.3 

家 地 川 県 境 7.63 １未満 1.28 11.96 450 1.4 0.4 

※生活環境の保全に関する環境基準（環境省）「河川：類型Ａ」（①～⑤該当：水道２級、水産１級、水浴が出来るもの）を基準値に設定しています。
　水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの　　水産１級：ヤマメ・イワナ等貧腐水性水域（河川上流部）の水産生物用
　　　　　　の部分が上記環境基準に適合していない箇所です。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」

① 水素イオン濃度（ＰＨ）
酸性、アルカリ性を示す指標で、「７」は中性、「７」を超えるとアルカリ性、「７」未満では酸性を示します。
水温によって変動し、極端なアルカリ性化、酸性化は河川に生息する水生生物等に悪影響を及ぼします。

② 浮　 遊　 物　 質（ＳＳ）
溶けないで水中に浮遊している粒径２㎜以下の物質の量で、数値が高いほど水が濁っている状態です。
浮遊物質が多いとヘドロ等がたまったり、魚介類に悪影響を及ぼします。

③ 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）
水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量です。
河川の汚濁の度合いを示す代表的な指標で、この数値が大きいほど川が汚れていることになります。

④ 溶 存 酸 素 量（ Ｄ Ｏ ）

水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の浄化作用が
低下します。
酸素の無い川や少ない川では、悪臭が発生し、魚介類は生存できなくなります。

⑤ 大 腸 菌 群 数

一般的に糞便汚染の指標とされていますが、この大腸菌群には大腸菌とよく似た性質の無害な菌も含まれて
います。
自然界（土壌・湖沼・河川・生物など）にも多く存在します。

⑥ 過マンガン酸カリウム消費量（KMn04消費量）
被酸化性物質である有機物等（一部無機質も含む）によって消費されるの過マンガン酸カリウム消費量のこ
とで、有機物等が多いと数値が高くなります。（水道水質基準値は10㎎/ℓ、快適水質目標値は3㎎/ℓ）

⑦ 濁 　 度

水の濁りの程度を数値で表したものです。
 一般的に河川の上流部では１～10度で、下流に行くに従って50～90度程度になります。（水道水質基準値は２
度以下）
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予防接種のお知らせ

【問い合わせ先】保健福祉課　☎42－0708

子どもの予防接種
　予防接種で使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、それぞれのワクチンにより接種時期や接種間隔
が異なります。かかりつけの医師と相談しながら接種を受けましょう。

予防接種一覧表（平成29年４月１日現在）

予防接種の種類 対象年齢と接種回数 標準的な接種年齢
（接種開始年齢）

ヒブ 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

小児用肺炎球菌 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

Ｂ型肝炎
生後１歳に至るまで
27日以上の間隔で２回接種後、１回目の接
種から139日以上の間隔で３回目を接種

生後2～ 9月

ジフテリア（Ｄ）
百日せき（Ｐ）
破傷風（Ｔ）
ポリオ（ＩＰＶ）

１期
ＤＰＴ︲ＩＰＶ（四混）
ＤＴ（二混）
ＩＰＶ

生後３月から90月に至るまで
１期初回：20日以上の間隔で３回
１期追加：１期初回終了後６月以上で１回

生後３月～12月
１期初回終了後12～18月で

２期 ＤＴのみ 11歳以上13歳未満 11歳～12歳

ＢＣＧ 生後１歳に至るまでに１回 ５～８月に達するまで

麻しん（はしか）および風しん（ＭＲ）
１期 生後12月から24月に至るまでに１回

２期 小学校就学前の１年間に１回

水痘 生後12月から36月に至るまで
３月以上の間隔で２回

生後12～15月に１回目接種
後、６～12月の間隔で２回
目を接種

日本脳炎※ １期
生後６月から90月に至るまで
１期初回：６日以上の間隔で２回
１期追加：１期初回終了後６月以上

３～４歳に達するまで
４～５歳に達するまで

２期 ９歳以上13歳未満に１回 ９～10歳に達するまで

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん）

小学６年生～高校１年生
２価：１月以上の間隔で２回接種し、１回

目の接種から５月以上、かつ２回目
の接種から２月半以上に１回

４価：１月以上の間隔で２回接種した後、
３月以上に１回

中学１年生

※日本脳炎：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、20歳を迎えるまでにいつでも接種を受けることができます。

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種
実施期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日
接種費用（自己負担額）4,000円　＊生活保護受給中の人は無料
　　平成29年度の対象者は、下表１の年齢の人又は下表２の条件を満たす人です。
　 　対象となる方には４月上旬にお知らせをお送りします。同封の説明書をご覧いただき、接種を希望される方は実施

医療機関で接種を受けてください。

（表１）

（表２）

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日

65 Ｓ27. ４. ２～Ｓ28. ４. １ 80 Ｓ12. ４. ２～Ｓ13. ４. １ 95 Ｔ11. ４. ２～Ｔ12. ４. １

70 Ｓ22. ４. ２～Ｓ23. ４. １ 85 Ｓ７. ４. ２～Ｓ８. ４. １ 100 Ｔ６. ４. ２～Ｔ７. ４. １

75 Ｓ17. ４. ２～Ｓ18. ４. １ 90 Ｓ２. ４. ２～Ｓ３. ４. １

接種日現在に60～64歳で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障が
いを有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がい
を有する人（身体障害者手帳１級相当）



11
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年金が、本当に「カット」されるのか？ どんな改革なのか？年金の将来が、どのように安定していくのか？
などについて、数回に分けてお知らせしています。

私たちの年金はどうなるの？

　次回は、「④ 60歳未満で職に就いていない方」、「⑤ 将来の年金を増やしたい方」を掲載いたします。

年金請求等の手続きについてのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで

月曜日（月曜が休日の場合は、休日明けの初日）／８時３０分～１９時
火～金曜日／８時３０分～１７時１５分 第２土曜日／９時３０分～１６時
◎土曜・日曜・祝日（第２土曜を除く）、
　１２月２９日から１月３日はご利用いただけません。

☎0570－05－1165 050で始まる電話でおかけになる場合は☎03－6700－1165

検索年金相談

年金改革法が成立しました（平成28年12月）

�文書やFAXでの年金相談も可能です。詳しくは

　第１回（広報まつの３月号）では【「年金の仕組み」をもう一度】、【私たちの年金はどうなるの？　①年金をすで
に受け取っている方（年金受給者）】について掲載しました。引き続いてご確認ください。

②　もうじき、年金を受給される方

Ｑ．年金はいつからもらえるのですか。

Ａ ．老齢基礎年金は65歳からです。老齢厚生年金については、平成42年までの間、60歳から65歳に段階
的に引き上げられていきます（誕生年等で違いがあります）。60歳以上ならば、額は減りますが繰り
上げて受給することも可能です。

Ｑ．将来もらえる年金の額はどこで確認できますか。

Ａ ．毎年、皆さんの誕生月に郵送される「ねんきん定期便」や、日本年金機構のホームページにある「ねんきんネット」で
確認できます。ただし、その額は目安です。実際には受給までに納付された額やその時の物価などを考慮した額になります。

Ｑ．受給の際にはどのような手続きが必要ですか。

Ａ ．年金を受給するためには、年金請求の手続きが必要です。60歳または65歳になる前に、日本年金機構から「年金請求書」
が郵送されてきますので、必要な書類を添えてお近くの年金事務所へご提出ください。 

③　現役で働いている方

Ｑ．自分が支払う保険料の見通しについて教えてください。

Ａ ．厚生年金の保険料率は、平成29年９月より後には、上がることはありません。
　 　また、国民年金の保険料は、平成31年４月より後には、上がることはありません（ただし、物価や
賃金の変動に応じて上下することはあります）。

Ｑ．若い人は納付額以上の給付を受けられないのですか。

Ａ ．違います。これからも皆さんが納めた額以上の年金を給付できる見通し※ ３です。受給者全員が受け取る
「老齢基礎年金」は、給付額の半分を国が負担しています。

Ｑ．保険料を払わないとどうなるのですか。

Ａ ．将来受け取る年金額が、その分、減ります。年金額は保険料を納付した期間に応じて決まり、さらに、受給には納付期
間等が10年※４必要です（老齢年金の場合。保険料の免除や猶予をした期間を含みます）。 

　また、保険料の納付（または免除や猶予の手続）をしていれば、60歳未満でも、けがなどで重い障害を負った場合に「障
害年金」、一家の大黒柱が小さな子供や配偶者を残して亡くなった場合に「遺族年金」を受け取れます。

※３　平均寿命（現在は男性 80.79歳、女性 87.05歳）まで生きた場合に、保険料の納付期間の長さなどの条件を置いて計算しています。

※４　平成29年８月から、必要な期間が「25年」から「10年」に短縮されます。
　　 　すでに65歳以上で、今回の短縮により受給が可能となる方には、平成29年２月末から７月頃にかけて日本年金機構から「年金請求書」を郵送しています。

　必要書類を添えてお近くの年金事務所などにご提出ください。

 
 第２回
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４月の森の国行事予定表

日 曜
日 予　　定

１ 土

２ 日 桃源郷マラソン大会 当植木整形外科☎22︲0022当笹 岡 内 科☎24︲3886
当こおり小児科☎24︲5633当 岩村外科胃腸科☎52︲3111

３ 月

４ 火 保育園入園式

５ 水

６ 木

７ 金

８ 土

９ 日 当し ま せ 医 院☎27︲1888当 わたなべハートクリニック☎25︲1717
当山 下 小 児 科☎23︲0055当 鈴木整形外科･外科☎52︲0104

10 月 小学校入学式

11 火 中学校入学式

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日 当加藤整形外科☎22︲7111当 沖内科クリニック☎25︲3335
当こばやし小児科☎23︲1150当水 谷 医 院☎52︲0144

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日 当鎌 野 病 院☎24︲6611当 くきた内科クリニック☎26︲2260
当 やくしじこどもｸﾘﾆｯｸ☎24︲1386当 橋本内科クリニック☎52︲0808

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金 滑床渓谷山開き

29 土 当 友松外科･胃腸科☎22︲0410当木村内科医院☎24︲0030
当 上田小児科･外科☎25︲0100当市立吉田病院☎52︲0611

30 日 当 河野整形外科クリニック☎22︲1822当松浦内科医院☎23︲1122
当山 下 小 児 科☎23︲0055当 旭川荘南愛媛病院☎45︲1101

可　燃　物

月 町内全域

火

水 町内全域

木

金 町内全域

不　燃　物

月

火 豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

古　紙　類

月

火

水 豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

木

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※葛川地区は第１金曜日
　上家地地区は第１水曜日

※葛川地区は第１・第３木曜日
　上家地地区は第１・第３火曜日

※葛川地区は毎週水曜日
　上家地地区は毎週月・金曜日

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！

U
R
L :http

://w
w
w
.tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp/
E
-m

ail:m
-soum

u@
tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp

※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。
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